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あたらしい薬 (20)
「一鎮咳薬
一般名:ピコぺリダミン Picoperidamine 
商品名:コーベン錠，散
化学構造式
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(武田薬品)
加瀬(熊本大学)，宮城(福岡大学)教授らは一連の 
2-pico1y1基置換 ethy1enediamineを合成し，それら
の鎮咳作用を検索した結果リン酸コデインに匹敵するよ
うなピコペリダミン塩酸塩を見出した。このものは苦味
を有するため錠剤としてしか使用できないが， ピコペリ
ダミンのパJレミチン酸塩は無味であり散剤としても用い
ることができる。
理化学的性質:この薬物の塩酸塩は白色結晶または結
晶性粉末で無臭あるいはわずかに特異な匂いがあり，苦
味をもち水には溶けやすい。パルミチン酸塩は白色結晶
または結晶性粉末でわずかに特異な匂いがあり昧は無
く，また水には溶けにくい，融点は塩酸塩では， 1950C， 
パJレミチン酸塩は 57，-，610Cであると報告されている。
塩酸塩は湿度の高い条件では，急速に吸湿し湿潤，着色
がみられることがあるがパノレミチン酸塩は，温度，湿度
に対し極めて安定である。
器千葉大学医学部薬理学教室・教授
担当:村山 智*
薬理作用:ピコペリダミンの塩酸塩，パルミチン酸塩
に関する薬理学的研究は，加瀬たちにより詳細に行なわ
れた(応用薬理， 4，151，-， 169， 1970，4，171，-， 183， 
1970，Arzneim-Forsch.，19，1916，-， 1927，1969，20， 
37，-，45，1970)。
イヌおよびネコの気管粘膜に機械的刺激を与えて誘発
した腰に対しては，経口投与により塩酸塩ではリン酸コ
デインの鎮咳効果の約 1/2，パJレミチン酸塩では約 1/5
の効力を示したが安全域が大きいことがあきらかにされ
ている。さらに 7%クエン酸エアゾール吸入により健康
人に咳を誘発させることによる臨床薬理試験において塩
酸塩 60mgはリン酸コデインの 10mgにほぼ相当する
鎮咳作用を示し，臨床例におけるこ重盲検試験において
もその有効性が証明された。
ピコペリダミンの鎮咳作用が，中枢性であることを示
す実験成績がいくつかあげられているが，麻酔下のネコ
の延髄を電気刺激した時の反応に対する効果をみると，
この薬物が中枢性の咳取をよく抑制することがわかる。
中枢性，末梢性いずれを原因とする実験的咳蹴がよく抑
制されている時でも頚髄から呼吸筋に至る遠心性経路自
体には影響のないことが示されている。この薬物は，単
に鎮咳効果を示すのみでなく気管支筋の弛緩作用をも示
す。
吸収および排池:本薬物の消化管よりの吸収は比較的
すみやかで，組織移行性は肝臓に高くついで消化管であ
る。ヒトにおける実験でも排池の状態もよく， 48時間後
の組織残留性はほとんどないとみられる。
副作用:副作用としては悪心，ねむけ，頭痛，便秘な
どがあげられている。
用法および用量:I裏取を伴なう慢性気管支炎，肺結核
などの症例などを中心に行なった二重盲検試験の成績を
みると 90mg/日では偽薬との差が見出Lがたく， 1日 
180mgを用いると錠剤，散剤ともに有効であるという。 
(1971.3. 12受付)
